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要　　　旨： 海外インターンシップをおこなうための事前学習と海外で学んだこ
とを活かす事後学習があると、対人コミュニケーションを蓄積した
り文化理解を深めるために他者を受容したりすることも深まりを増
す。それを、開発から取り残されてきたが、大須同様、多文化共生
の地である名古屋駅西側や、商店街の復興モデル・多文化多民族の
融合の地である大須でおこなっていく。新興国ベトナムでの海外イ
ンターンシップではグローバル化が進むなかでの生活実態を知るこ
とが学生にとって意義を持つ。本稿では、鏡像のように、日本での
体験学習がベトナム理解を促進し、ベトナムでの体験学習が日本理
解を促進する、２つの実体験が相互強化の関係にあることを、論じ
る。生の生活に触れ体験するフィールドワークの意義を説く。
キーワード： フィールドワーク、海外インターンシップ、コミュニケーション、
他者受容、異文化理解、多文化共生
１．	はじめに―フィールドワークと理論
的枠組み
　文部科学省スーパーグローバル大学等事業
（以下、SGU）に採択された愛知大学グロー
バル人材育成推進事業「さくら21プロジェク
ト」発足後、笹島キャンパスの好立地を活か
した学生のグローバル人材の育成に関する学
内外での取り組みが盛んにおこなわれてい
る。11月14日には、SGUの2015年度西日本第
１ブロック共同シンポジウム「地域に根ざし
たグローバル人材とは」が愛知大学で開催さ
れ、企業側から見たグローバル人材、他大学
でのグローバル人材育成の取り組み、愛知県
の発信、高校版SGHに採択された高校のパネ
ル展示などの発表があった。
　筆者が担当する共通教育科目「異文化コ
ミュニケーション」では、文化人類学という
ディシプリンを用いた異文化理解の方法にと
どまるのではなく、「さくら21」の目的に従っ
て「日本」を理解・発信する力の養成の一助
となるように努めている。そこで、筆者は学
生になじみのある名古屋の下町・大須（時
に、キャンパス付近の駅西商店街）で「異文
化」に接してくるという課題を学生に課して
いる。大須に各自で行くのだが、可能であれ
ば10月に開催される「大須大道町人祭り」で
異文化に触れてくるという内容である。異文
化＝海外という認識があるが、学生が身近な
ところでも見方や捉え方を変えると違った景
色が見えることを実感する。周囲には自分と
異なる価値観、世代、宗教、民族がいること
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に気づく。このような異文化体験を事前実習
として地元・名古屋でおこない、それを海外
での実地研修につなげ、さらに名古屋に還元
する事後実習をすることもできる。
　筆者は、2013年夏に１週間、大学生を連れ
ていき、ベトナムの首都ハノイのみやげもの
屋でインターンシップをおこなった。合わせ
て筆者の滞在先であり調査地でもある旧市街
で現地交流する体験もさせた。本稿では、こ
うした経験をもとに名古屋とハノイを通して
異文化理解を深め、事前・事後の学習をふく
めて学んだことを地元に還元する一体化した
体験学習を提示する。
　海外の学習をおこなうと、必ず異文化との
接触を経験することになる。和崎洋一が「『暮
らし』の中の発見が、生きた人間の理解へ深
く関わりあっている」（1977:76）と述べてい
るように、異文化と接触しこれを体得するに
は、時間の蓄積、経験の蓄積、それに伴う言
葉の蓄積、そして絶え間ない失敗の修正が必
要である。和崎は、自身の調査地であるタン
ザニアのマンゴーラ村への「村入り」を事例
に、異文化の受容の過程を５段階に分類して
いる。
　第一段階は、スワヒリ語で「ニペ」（モノ
をせがまれる）という。誰もが通過する初期
段階で、現地人も外国人も共に防御的である。
観光はこの段階にあたり、モノを高く売りつ
けられるなど騙されることもある。真に異文
化を受容するために、この段階を乗り越えな
ければならない。第二段階は、「シーダ」（相
談）である。現地人からみると「外国人」か
ら「よそ者」の認識に変わり、人間関係を築
く段階である。第三段階は、「オンゲア」（雑
談）である。行為が相互的になり近隣関係を
築き、この段階でようやく地域社会の付き合
いが始まる。第四段階は、「オンバ」（モノを
頼む）である。こちらが依頼できるようにな
る、つまり地域社会で自分が住民として認め
られ、社会的な場を得るようになる状況をさ
す。第五段階は、「シャウリ」（相談し決定す
べきこと）である。現地社会で住人として認
知され社会性がより拡大した状態である。重
要な決定に自分の考えやポジションが反映さ
れるようになる。
　第一段階の観光「気分」でその土地を知っ
た「つもり」で終わらないほうがよい。第二
段階、第三段階と段階を進めることは現地社
会に入り込むことになるが、異文化に接触し
異文化を受容することができる。それが真の
国際人になるために必要であり、海外イン
ターンシップの最終目的は、そのようでなけ
ればならない。
　この「村入り」は、新たな世界に飛び込む
とき、例えば大学生は大学のサークルやアル
バイト先で受け入れられていく過程でも経験
していることである。これを海外でもおこな
うのだが、海外生活をするハードルを下げる
ために事前学習する。これによって、より意
識的に自分が海外で経験するマイノリティの
立場に身を置き、現地ベトナム人に親しみを
感じたり、ベトナムの文化に意識を持ったり
できるようにしていくことが、現地での異文
化理解にとって重要である。
　以下、次のような展開で研修論を進める。
まず名古屋における諸外国からの流入の動
き、特にベトナムからの移動流入の活発な現
状を述べる（２章）。次に、ベトナム・ハノ
イから日本はじめ海外に展開するベトナム人
の動きを考察する（３章）。最後に、多文化
共生する大須での多民族交流をはじめとした
異なる諸文化の交流の動態を考察し（４章）、
異文化理解の重要な手立てとする。
２．	ベトナム「事前学習」としての位置づ
け―日本で異文化対応力を養成
　手元のスマートフォンで手軽に情報が手に
入るが、情報過多な分、選択する情報に偏り
があることは否めない。まずフィールドワー
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クを通して異文化交流して発見するおもしろ
さ、情報を自ら確かめて知ることを再認識す
る機会は重要である。
２－１．名古屋「事前学習」の課題
　本稿では、以下の３点を課題にして、名古
屋の商店街で事前研修をおこなうと設定する
が、名古屋駅周辺でも大須でもこれをおこな
うことができる。海外研修をベトナムにした
ため、事前学習をベトナム人が多い名古屋駅
西商店街、事後実習を大須商店街に設定した
が、それを逆転させてもよい。
①　少数者・マイノリティへの視点をもつ
　日本人学生は、日本では多数派・マジョリ
ティだが、海外ではマイノリティに属するこ
とになる。その自覚をもつために、まず日本
にいるマイノリティに目を向けて共存意識が
もてるようにする。国内にいる外国人だけで
はなく、2012年から社会問題として取り上げ
られるようになった性的少数者（LGBT）も
社会のなかのマイノリティである。他者に関
心がない学生に対しては、高校までで取り
上げられることがあり問題意識を持ちやすい
LGBTを導入として扱ってもよい。
②　共通性と異文化性を認識する
　異文化に接したときすぐに理解できること
もあれば、困難を伴うが敢えてその違いを受
容していく姿勢が必要になる場合もある。国
際化とはそういうことであり、日本にいても
それは避けられない。ベトナムで研修するこ
とを前提に、身近な場所での実践・実習を通
して、他者や異文化のなかに、自分が培って
きた文化や習慣との共通性を見出せるような
類推力や、相手の立場で考えて配慮できるよ
うなイマジネーションを培うことを学ぶ。
③　実践でコミュニケーション力をつける
　まず、身近な場所（名古屋駅周辺）でフィー
ルドワークをおこない、海外（ベトナム）で
も順応できる力を身につける。異なる世代、
異なる職業、異なる民族とのコミュニケー
ションが苦手だったり社会性に欠けたりする
学生は、この事前研修で異文化に少しでも馴
化し対応できるようにしていく。また同世代
とのコミュニケーションが苦手な学生は、共
に研修をおこなう学生とも協調性をもてるよ
うにしていく。学力面だけでなく、本人の性
格やこれまで受けてきた学校教育や家庭環境
なども考慮しながら、他の教員とも密に連携
して大学で「真の国際人」となるための専門
教育を進めていくことに留意したい。学生が
克服課題を乗り越えることによって自信がつ
けば、よりグローバル化の進んだ社会に対応
できる人材を輩出することにつながる。
２－２．名古屋駅裏・駅西商店街実習―駅西
商店街界隈で実習をおこなう意義
　大須を「光」の強い、商店街の復興モデル・
多文化多民族の融合の地とするならば、笹島・
名駅裏側（駅西）は「影」を幾分ふくむ、開
発から取り残されてきた商店街である i 。駅
西は、貧富の格差の象徴である日雇い労働者
やホームレス、新興国からの流入者、風俗店
の乱立など、学生にとって近寄りがたい異文
化の場である。とくに若者は、駅西界隈の外
国人を単なる労働者という認識でしか見てい
ないところがある。しかし、名古屋の光と影
の両面からその「異文化性」とそれらとの交
流（民族的異文化交流、階層的異文化交流）
を見つめ、その実習をおこなうことで、窮状
や貧苦や影に取り組み、むしろそれを突破し
ようとしている民衆の力強い「まちづくり」
の営為を学びとることができる。そうして、
思い込みや偏見の意識を超えた、より多角的
な視点をもつ観察力や洞察力を身につけるこ
とができる。
　周辺を歩いて目立つのは、大須から遊郭が
移転した名残の風俗店である。また、自転車
で空き缶収集をするホームレスも多くいる
（写真１参照）。名古屋の寄せ場：笹島・大曽
根・熱田のうち、笹島は今でも１泊1,200 ～
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2,500円という簡易宿泊所が多数ある日雇い
労働者の地域である。早朝に仕事の斡旋をす
るブローカーを見かけることもある。一本50
円の格安自販機、ワンコインの和食堂、質屋
も多くある。名駅から少し歩けば、平日の月
～木曜に開く「いこいの家」というホームレ
ス支援の一軒家もある。ここでは、テレビの
視聴、囲碁や将棋といった娯楽もあり、キッ
チンも利用できるなど家庭的な空間が提供さ
れている（写真２参照）。数十円でシャワー
を利用できるし、中古衣料の格安販売もして
いるため、清潔を保つこともできる。無料に
しないのは、路上生活者の尊厳を守るためで
もある。また、名古屋市内の中心部の各地で
おこなわれる各民間団体による炊き出し支援
によって、どこかで一日一食を得る機会があ
るほか、年末年始は名古屋駅周辺で「死なな
いための越冬支援活動」がおこなわれている。
こうした民間によるセーフティネットが築か
れていることも、名駅を調査することから把
握することができる。
　多民族でいうと、大韓民国大使館、朝鮮学
校、戦後の開発から取り残された駅西商店街
周辺の韓国食材店、焼き肉店（在日韓国人・
朝鮮人による経営）が多くある。笹島にあ
るJICAの研修で来日したアフリカ人やイス
ラーム教徒もみかける。中華料理店（中国人・
台湾人経営）が多く、インド・ネパール料理（ネ
パール人経営）もある。名駅構内のマクドナ
ルドでは、日本人より外国人店員のほうが多
くなった。今日、名駅周辺のコンビニエンス
ストアの店員は、ベトナム人留学生（大学・
専門学校・日本語学校の学生）が多くを占め
ている。
　近年、学生として渡航するベトナム人が急
速に増加し、語学留学生としての来日者数は、
中国人を抑えて１位になろうとしている。ハ
ノイの「ベトナム日本人人材協力センター」
（VJCC）では、語学留学のための情報として、
全国の日本の語学専門学校、短大、大学の留
学生募集パンフレットを置いている。ベトナ
ムでは日本留学を専門とする斡旋業者も存在
する。出身は、北部ハノイ、ナムディン、タ
インホア、中部フエ、中南部ダナンと幅広い。
学業よりも働くことを重視し、日本語学校で
学びながら工場でアルバイトをする。SNSを
利用したアルバイト情報の共有が盛んで、語
学の達成度に応じてより時給がよいコンビニ
エンスストアやファストフード店でアルバイ
トをする。ベトナム人が一人雇用されると他
のベトナム人も同じコンビニで勤めるので、
名駅周辺のコンビニではレジ応対がベトナム
人だけのときもある。こうしたチェーン・マ
イグレーションの実態をここで学べる。
　「外国人研修生・技能実習生」（以下、研修生）
として今年来日したベトナム人は、8,184人で
中国の12,395人に次ぐ多さである（2015年１
月～７月までの統計）。対前年伸率は、中国
が減少しているのに対し、ベトナムはすべて
の月で増加している ii 。また、研修生の受け
入れは、2012年～ 2014年までの統計をみても
製造業が盛んな愛知県が１位である iii。
　しかし、ベトナムから海外に研修生として
働きに出るためには、仲介業者に数百万円の
手数料や保険料を払わなければならない。ブ
ローカーは貧困村にまで来て研修生・技能実
習生の勧誘をする。中国は休みなく朝から晩
まで働かされて給与が安いが、日本は仲介手
数料が高いが他国よりも給与がよいと評判で
ある。ベトナムの歴史背景（北部：中国文化・
社会主義、中部：最後の王朝、DMZ地帯＝
旧南北の境界地帯、南部：クメール人、フラ
ンス文化・民主主義）から、日本にいるベト
ナム人留学生・労働者のグルーピングと相互
扶助の様態を細分化できる。学生がそのよう
な調査をおこなって、少しでも事前知識をも
ち、海外インターンシップ先のベトナムに親
近感と推察力をもてるようにすることも大切
である。
　このような外国人の往来だけでなく、駅西
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商店街では若者による出店も目立つ。ここで
は多民族共生のまちづくり、日本人社会との
交流、ほかにも若者の起業や経営の在り方を
直に学ぶこともできる。学生は、異なる職業、
異なる人種、異なる民族、異なる宗教が交錯・
融合する名駅西口地域でフィールドワーク実
習をおこない、それまで見て見ぬふりや他人
事だったマージナル化された事象を正面から
捉えて、これを名古屋の都市部から社会矛盾
や異文化との関わり方について考える機会に
する。
　また、在名ベトナム人調査をすることで、
よりアジアや外国に対する意識が高まる。ベ
トナム研修をおこなうならば、相互強化の教
育効果で、名駅西口調査をおこなう意義がよ
り高くなる。ベトナムなど「新興国」での研修、
さらにはその先に見据えた海外就職（現地生
活）やビジネス展開（起業・経営）へのハー
ドルも低くなるはずである。これによる多価
値共存の実体験から、平和の道への実習とす
る。多民族共生による平和実現に向けて、ベ
トナムにおけるコミュニティ経営実習の予備
講義で、通称「ベトナム戦争」（ハノイでは「ア
メリカ戦争」と言う）の歴史や現代史も学ん
で、アジアにおける多民族協力がいかに大切
かを知ることも学生の異文化理解に不可欠で
ある。
３．	小さな通りのグローバル化―旧市街
のハンホム通りでの海外研修
　ベトナムの首都ハノイの中心部、旧市街に
あるハンホム通り16番に住む３代目のトゥー
は、現在ベトナム大手の建築投資銀行に勤務
している。トゥーは、高校生のときから日本
語を学び日本文化に精通している。たとえ
ば、彼を取り巻く人びとの生活からグローバ
ル化が見えてくる。経済的に恵まれている日
本の学生も新興国で「村入り」をすることで、
グローバル経済や子どもたちの生きる術を学
び、自分の立場を振り返ったり行動を見習う
機会を得たりと、多角的に学ぶことができる。
３－１．グローバル化するハンホム通り居住
民の移動
　ハノイの南、旧ハドン省ダーシー村出身の
トゥーの祖父は、ハノイの中心部チャンティ
エン通りで皮革カバンの技術を習得した。そ
の後、抗仏戦争時にハンホム通りの住人が郊
外や海外に出たので二束三文で土地建物を購
入した。当時漆木工のお盆やビンロウの実を
入れる器や、木製カバンを作っていた漆木工
芸のハンホム通りで、祖父は皮革カバンを
作った。フランス人を中心に顧客がつき、多
くの従業員を雇って一代で財を成した。祖母
は当時禁止されていた民間信仰を家でおこ
なっていた。
　トゥーの父ルアンは次男であるが、長男が
南部ホーチミンに移住したため、ハンホム通
りの土地家屋の大半を継ぐことになった。ル
アンは、中越戦争では20キロの荷物を背負っ
て中越国境付近を歩いた。戦争が終結しても
お金があっても買うものがなく、ハイパーイ
ンフレで国債は紙切れになり、金を信じられ
なくなった。1986年のドイモイ（刷新）政策
以降は、金をモノに換えて家にため込むよう
になった。通りの雑貨屋に皆で群がって小さ
なテレビで観ていた2000年頃、すでに各部屋
に一台ずつブラウン管テレビを所有し、趣味
のビデオカメラも８台所有していた。集めた
モノを転売したり、ビデオカメラで撮影・編
集したりするビジネスをしていた時期もあ
る。復活した民間信仰が盛んになっても「母
よりも下手」と関心を示さず、旧正月に地域
の集会所に顔も出さず、地域社会との付き合
いを絶っている。金儲けを共通の目的とする
知人とわざわざ地域から離れたカフェでお茶
を飲んで過ごしてきた。
　ルアンは工場勤めをしていたが50代で辞め
て、1990年代半ばには自宅の１階店舗で風呂
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桶を販売していたことがある。ちょうどその
頃から海外留学生に部屋を貸すようになっ
た。妻ランは定年退職をするまで銀行に勤め
ていたが、その家賃収入は経済的に大きかっ
た。ルアンは戦争のために兄弟姉妹のなかで
唯一大学に進学ができなかったため、子ども
への教育は惜しまなかった。貸し出しを始め
たと同時期に「日本語の時代が来る」と、当
時高校生だった長女フオンと長男トゥーに日
本語を学ばせた。今の「日本語ブーム」の先
駆けである。その後、フオンは私立大学で英
語も学び、卒業後は日本に研修生を派遣する
仲介業の会社に就職し、出張でアメリカや日
本に出かけている。
　トゥーは建築大学卒業後、日系企業Ａに就
職し、３か月間インターンシップ研修生とし
て東京に滞在したことがある。その後、旅行
会社を経て、ベトナム最大手の建築銀行に再
就職して現在に至る。銀行に就職する前、フ
オンの仲介業者が関わる大阪の企業で研修生
の取りまとめ役を担い５年間日本に滞在する
ことになっていたが、企業の契約がなくなり
大阪行きもなくなった。日本語を使う機会は
減ったが、日本の歌を学生に教えたり、友人
たちと共同出資して日本文化のカフェを開い
たりして、日本との関わり継続している。
３－２．グローバル化に伴う海外視座の拡が
り
　旧ハタイ省に住むフエは、毎朝、自分の村
付近を通り過ぎる運搬トラックの荷台に乗っ
てハンホム通りまで出て、各塗料販売店に天
然素材で作るニスを卸している業者である。
しかし、化学合成物の需要や海外企業の進出
によって次第に収益が減少した。1979年から
ハンホム通りに通いルアンの父にニスを卸し
ていた縁で、仲介会社に勤めるルアンの娘フ
オンに頼み込んで、次男チュオンを日本に研
修生として渡航させた。こうしてチュオンは、
インターンシップ研修の経験をせず、まず村
から都市ハノイに出て少しずつグローバル化
に適応するという経験をもたないまま、愛
知県大府市の車部品工場で勤めることになっ
た。今まで得たことのない大金をもらい、チュ
オンは週末の休みに名古に屋に出て金銭感覚
を失った。給与をすべて使い果たし、フエが
期待していた送金を一度もしなかった。その
ため、フエらの意向でチュオンは残り２年の
労働期間を残して帰国させられた。仲介業者
に預けた保険料数百万円は違約金として没収
されたが、フエはそれよりもチュオンが堕落
したことを後悔した。チュオンは帰国後、村
に戻り親元で家業の手伝いをして結婚し、子
どもにも恵まれた家庭生活を送っている。
　ハンホム通り11A番店のチャーは、夫を早
くに亡くしたため、長男と次男が店を手伝っ
た。三男は台湾で３年間研修生として働いて、
母子家庭の家計を助けた。その後長男は親族
の塗料販売店で働き、次男が正式に後を継い
でいる。ハンホム19番店のハーオの孫は、日
本語を習得して日系企業に勤め、そこで働い
ていた日本人と結婚して現在は名古屋に住ん
でいる。日本語を学び日系企業に勤め日本人
と結婚する。できれば日本に住んで稼ぎ、ベ
トナムの親族の経済的援助をすることが理想
だったため、ハーオは喜んでいる。
　ハンホム通りの塗料販売店は、建築ラッ
シュや近年の海外企業との取引で収入が増え
ている。そのため、トゥーの次世代は研修生
として渡航するのではなく一歩進んだ「海外
留学」をするようになってきた。ハンホム通
り９番店のスアンは娘をオーストラリアに留
学させ、12番店のフイェンは長女と長男をそ
れぞれ中国とオーストラリアに語学留学させ
ている。
　ハンホム通り４番店のトゥイは、長男クア
ンのために土日も教科ごとに学校の先生を家
庭教師として雇って英才教育をしてきた。そ
してクアンは国内での英語の試験に２度挑
戦し、アメリカの高校に進学する条件を得
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た。私費留学で、１年間の学費や生活費は日
本円に換算して400万円ほどかかるが、大学
を卒業するまでアメリカで学ばせるつもりで
ある。トゥイの兄はロシアで起業して貿易で
成功している実業家である。トゥイはアメリ
カでの学費７年間分を捻出することを想定し
て、クアンが中学生のときに塗料販売の仕事
を夫タンや従業員に任せて単身でロシアに渡
り、２年間、兄の会社で事務を研修のかたち
で手伝った。これを元手にハノイで持ち家を
10軒に増やし、その家賃収入を得ている。経
済格差のある出稼ぎ労働者にとって都市民の
生活は憧れの対象や目標になっている。
　旧市街のハンホム中小商店街からの若者の
研修・留学などの海外展開は、日本のみなら
ずアメリカ、中国、オーストラリア、ロシア
などへと拡大している。
３－３．出稼ぎ労働者のグローバル化
　ハンホム通りでは、多くの出稼ぎ労働者を
雇用している。各塗料販売店ではハノイ近隣
省からの出稼ぎ販売員を雇用し、塗料販売店
が共有して運搬バイクを雇用している。
　販売員のリュエンは、1990年代後半に、夫
と長男長女をフンイェン省の出身村マオス
イェンに残して、実姉や同郷の女性たち５人
でハノイに出てきた。長女クインはまだ乳幼
児だったが、心臓の弱い夫の稼ぎだけでは生
活できないため出稼ぎをせざるをなかった。
まず、深夜から早朝にかけてハノイ旧市街外
にあるロンビエン市場での果物の運搬労働を
始めた。ここは天秤棒一本あれば誰でも働く
ことができる、ハノイの都市社会では最低の
仕事である。それから２年後、より生活費を
稼ぐために同郷の知人男性に紹介してもらっ
て、日中はハンホム通りの塗料販売店で販売
員をするようになった。以来、ロンビエン市
場とハンホム通りで１日中働く生活が15年以
上続いている。
　リュエンは、都市での自分の生活費を削っ
て現金を持って帰省するが、新学期前に教科
書を買うことができず、店主の子息が使って
いた教科書をゆずってもらうこともあった。
経済的な事情を考慮すれば、実姉トゥエンの
息子たちのように高校卒業後は働いてもら
い、自分は村に帰って子どもに養ってもらお
うと考えていた。
　しかし、雇用主だった元14番店のガーや、
４番店のトゥイら都市民の豊かな生活を見聞
きし、海外の観光客とも接してグローバリゼー
ションを目の当たりにする機会が増加した。
それによってリュエンは子どもに自分と同じ
苦労をさせたくないと思うようになった。
　長男トゥアンアインの高校卒業後、リュエ
ンは地元フンイェン省の電気技術を学ぶ専門
学校に進学させた。寮生活のため毎月の生活
費がかさむが、軍人の実兄ヒエンに経済的援
助を頼んで乗り越えた。２歳年の離れた長女
クインには受験前に塾に通わせた。必要な学
費を惜しまずに捻出し、クインを姪（ヒエン
の長女）が通うベトナム最大手のIT企業が母
体の私立大学に入学させた。姪が在学中のた
め寮生活でも安心できるし、関連するIT企業
でエンジニアとして就職できると考えるから
である。また、海外研修で外国に触れる機会
が多いことも魅力的であるが、学費や寮費が
高いためベトナム人学生は富裕層の子弟ばか
りである。リュエンは、４人で１室の寮部屋
生活でもクインが引け目を感じないように身
の回りの物を揃えた。クインも、母の思いや
金銭面の苦労を理解しているので学業に専念
するように努めている。
　しかし、クインの学費や生活費だけでリュ
エンの毎月の収入を超える。そのため、長男
トゥアンアインが専門学校を卒業したら、日
本で研修生として働かせ、その仕送りをクイ
ンの学費に充てるつもりだ。リュエンは、ニ
ス業者の息子チュオンの失敗も知っている
が、ロンビエン市場で飲料茶を売る女性の息
子が日本で研修生として３年間働いて家を建
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てたという話を聞き、息子トゥアンアインの
日本での収入にすでに期待している。リュエ
ンは「３年間の日本での苦労はたいしたこと
ではない」と言う。子どもたちを生活戦術と
してベトナムの村にも到来したグローバル化
に沿わせていくのである。
３－４．ハンホム通りの掛け売り―商売のグ
ローバル化
　ハンホム通りは同じような塗料販売店が並
んでいるようにみえるが、海外企業の商品を
多く置いている店、紙やすり中心に置いてい
る店、塗料販売だけでなく欧米からの観光客
に人気の漆を用いた仏像を売っている店な
ど、それぞれ独自性を打ち出している。しか
し、ある一店舗だけが収入をより得るのでは
なく、共助の動態もある。
　塗料販売店では、主にペンキ缶、スプレー、
刷毛、サンドペーパー、アセトン、ニトログ
リセリン、ポリウレタンやニトロセルロース、
セロテープ、内装のパテ、車の塗装用やシー
ト用ワックスなど幅広く取り扱っている。そ
れらの製造元は、ベトナム、タイ、台湾、日本、
韓国、オーストラリアと多国籍で、商品の国
際性がみられる。路上には、運搬のためのバ
イク、化学物質の入った缶が並ぶ。従業員が
店舗前で液体塗料や化学薬品の詰め替えをお
こなうため、路上は作業の場にもなる。商品
の大量仕入れで卸売りをし、個人への小売り
もする塗料関連の通りである。
　ハンホム通りに塗料販売店が並んで活況を
呈しているのは、ベトナムの経済成長で建築
ラッシュとなり塗料が売れること、親の仕事
を受け継ぐ次世代がいること、ハンホム通り
では必要とする多種多様な塗料関連商品があ
るという情報が定着していることにある。塗
料店は、近隣省の手工業者、国内会社との取
引のほか、海外の商品も仕入れているが、化
学製品や多国籍の商品への拡大だけでなく、
近郊の村との取引も維持して、村での雇用も
生み出している。仕入れ先と掛売りをして信
用取引がなされている。
　塗料販売店には、自分で部屋の内装を塗る、
バイクや車を自分好みに改造する個人客など
幅広い年齢層や職業層が集まってくるが、幅
広い業種や大手企業、外資系企業との取引を
して、会社との掛売りもする。会社は全て清
算せず、店には常に売掛金がある状況である。
仕入れ先との関係同様、会社とも信用取引を
おこなっている。
　ハンホム通りの同業者同士も、仕入先や得
意先相手同様に掛売りをする。仕入先や得意
先とは異なり、仕入れを共にしたり、同業の
他の店の商品を買ったり紹介したりするモノ
の融通であって、ある特定の店舗だけが極端
に利益を上げるのではなく、互いに利益が生
まれるようにしている。顧客をその場で満足
させるために、店舗同士の掛売りがあるが、
それは、ハンホム通りに行けば必要とする塗
料関連商品があるという名声を通り全体で作
り上げているともいえる。このもたれ合いの
関係は、日頃の付き合いによるものである。
ベトナムの首都ハノイのストリート文化を支
える都市民衆の商業行為、つまり都市スト
リート文化が、ドイモイ政策、つまり経済開
放の資本性を身につけていく術を生み出し、
実践し、民衆の隅々にまで浸透する媒体と
なっている。外国経済を咀嚼してベトナムの
文化としていく。ドイモイ政策前の米や塩が
配給制だった時代からの開放の意義はこのよ
うな実態として実現している。これこそが開
放を文字通り実体化させているのである。
　こうしたグローバル化を、学生は研修で学
ぶ。
４．	「事後実習」としての大須実習
　海外で「村入り」できるようになると、自
分が関わる地域・名古屋の文化も理解できる
ようになる。この名古屋とベトナムの二つの
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地域の実習は独立させてもよいが、相互に強
化しあう有機カリキュラムになり得る。海外
研修を経験することでより多角的な視点がう
まれ、学生の視点から発信することもできる
ようになる。
４－１．社会的交流の精神と方法、地域社会
力を学ぶ
　まず第１に、日本のコミュニティ経営の実
習としてこれ自体、単独でも大きな意義をも
つ。第２に、この大須実習を事後実習ではな
く東南アジア研修ための事前実習と位置付
け、次のステップの海外実習でもホワイトカ
ラーの企業だけでなく、街中のローカルな商
業・経済・経営・個人商店まで多角的に捉え
ることができる「真の国際人」の育成につな
げていくこともできる。大須を事前実習とす
るならば、地域社会力、マナー、手続き、社
会的交流の精神と方法を学び、異文化に属す
る人たちとコミュニケーションを図る術を学
ぶことを目的とすることもできる。
　門前町としての伝統や文化をもった庶民的
な下町として発展してきた大須は、さらなる
商業地としての魅力あるまちづくりを推進
し、異なる世代、異なる職業、異なる人種、
異なる民族、異なる宗教が交錯し融合する地
域社会・商店街を構築してきた。
　若者や「欧米」だけではない外国人を受け
入れてグローバル化した商店街モデルについ
て学ぶことは、不測の事態にも対応できる思
考や困難を乗り越える能力を学ぶことにつな
がる。そして、異なる価値観を乗り越え、ど
こかで自他文化をつないでいく理解と寛容の
力を培うことにもつながる。
　毎年、大須には全国から企業・公官庁・商
工会・商店街・学校（小学校～大学）が視察
研修に来ている。海外から交流協会が視察研
修に来ることもある。大学は大須の商業団体
と連携をし、実際に経営に携わる大須商店街
の各方面で、職人技をもつ伝統文化や若者や
外国人の経営者から学んでいくことも可能で
ある。
①職人街―「名古屋仏壇」調査
　名古屋仏壇は、名古屋を中心に岡崎、一宮、
瀬戸、半田でも製造されているが、大須から
東別院方面に向かう商店街（門前町通り）で
は、大小の仏壇仏具店が数十軒立ち並び、通
称「仏壇通り」と呼ばれている。製造・小売
業者は、東西両本願寺にはさまれた中区橘町、
東椿町、門前町に集積している。140軒の仏
壇店のうち60軒が橘町に立地している。
　名古屋仏壇の職人は、かつての宮大工や寺
大工職人が専門化して仏壇を製造していたと
いわれる。昭和51年には伝統工芸品に指定さ
れている。名古屋仏壇について丹念に調べる
と、アジアの職人文化・ハノイ旧市街（職人
街）での研修と比較することもできる。
②伝統街―織田家の菩提寺「万松寺」の住職
による経営に関する講演
　大須商店街には、多くの寺社がある。万松
寺の住職は、寺社外の商業（万松寺ビル、駐
車場、レストラン・バー、マンション、PC
ショップなど経営、万松寺前で販売：大須み
やげ、バリ島みやげ、“世界でここだけ”のディ
ズニーオリジナルグッズなど）を経営してい
る。寺の住職にその経営手腕、大須商店街を
活性化させていく取り組みについて講演を依
頼することで、学生は経営についてさらに意
欲を高めることができる。寺社仏閣を核とし
た地域社会づくりは、同じ寺祠を核としたベ
トナムまちづくりやアジアまちづくりの比較
とつながる。
③若者街―生き残りをかける電脳街調査
　大須の電脳街は、日本三大電気街（秋葉原・
日本橋・大須）として名高い。名駅での大型
店進出により規模が小さくなったものの、今
なお第１・第２アメ横ビルには、パソコンや
機械に関心ある若者や専門知識をもつ中高年
が通う修理専門店や部品だけの販売店、パー
ツに特化したこだわりの店がある。電脳街の
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小店舗経営者からも聞き取り調査をおこな
い、大型店にはない経営と客との関係につい
て知ることができる。近代化に呑まれない経
営努力をするベトナム商店街実習と有機的関
連をもつ。
④オタク街―名古屋屈指のカフェ調査
　最近の若者にとって大須といえば唐揚げ・
トルコアイス・メイドカフェである。電脳街
以外に、大須商店街にはメイドカフェは６店
舗、アニメカフェ３店舗、他との差別化を図っ
た猫カフェ・妹カフェ・シアターカフェもあ
る（2014年時点）。「オタク」競争を許容しな
がら認知度を高め、新旧の文化の共存を図る
商店街の在り方は、「名古屋仏壇」同様にハ
ノイ旧市街と比較することもできる。
⑤グローバル街―世代・民族差を超えた経営
調査
　老舗の大須ういろ、ローカルフード代表の
寿がきや、うなぎ屋、寿司屋、洋食屋、名古
屋飯のあんかけスパゲティといった定番だけ
でなく、中華料理、インド・ネパール料理、
台湾から揚げ、ブラジル鶏料理、トルコケバ
ブ、ナポリタンピザ、台湾担々麺、韓国焼肉
と多国籍で幅広い。大須商店街でのモノ販売
においては、台車１台で古着販売事業を始め
て一代で店を築いたコメ兵がある。神社仏閣
に付随して呉服屋や和雑貨販売店、和菓子店
もあるが、古着屋、エスニック衣料・雑貨販売、
キャラクターフィギア、おもちゃ販売店、ドー
ルショップ、海外向け電気製品の店（免税店）、
沖縄専門店、外国人（アフリカ人・ブラジル
人）が経営している店もある。若者や外国人
が経営する隣の店が、高齢者が家族で経営す
る眼鏡店、学生服専門店、陶器屋、刃物屋だっ
たりする。多民族が共生しながら「まちづく
り」をしていることを知る。ベトナム商店の
グローバル化した商業実態と重ねて相互に実
習できる。
⑥全世代活用の「まちづくり」―学校・地域
施設の活用
　高齢者や外国人を受け入れて交流している
大須小学校との提携、伊藤みどり、浅田真央、
村上佳菜子、山田満知子コーチを生んだ大須
スケートリンク（名古屋スポーツセンター）
との提携や社会教育の実習も可能である。日
本―ベトナム両地域で、老を敬い若者を育て
る「まちづくり」の実習をおこなうことがで
きる。
４－２．魅力ある商店街づくり調査―組合に
よる講演と市民の主体的活動と官民
の接合調査
　上記①から⑥までを総じて、大須近代化事
業協同組合に大須の多文化性、経営戦略につ
いて講演をしてもらう。
　「大須まちづくり基本理念」は、（1）歴史・
伝統から生まれた「ぬくもり」、（2）革新性・
娯楽性など「楽しさ」、（3）客との「ふれあい」、
（4）子どもから高齢者までさまざまな人たち
の期待に応えるまちづくりである。この基本
理念に則って、集客・購買増を図るために、
毎年イベントの内容の検討をして新しいもの
を取り入れるようにしている。その実行委員
長（責任者）を若者から選任したり、組合員
の意識向上を図るために組合員のメリットに
なる事業を検討したりしている。外部への発
信を続け、今日まで商店街を牽引してきたの
は、大須下町文化を支える各商業団体（商店
街連盟、まつり保存会、大須近代化事業協同
組合など）である。毎年おこなわれる「大須
近代化事業協同組合」の総会懇親会には、大
須商店街内の事業主や地域社会のみならず市
内の公官庁や市内の主要な企業も参加してい
る。この視点はベトナム実習に関連している
ので、事後実習として市民の主体的活動と官
民の接合調査をおこなう。
　2010年からは大須大好きスペシャリスト
「大須案内人」が商店街について詳細に説明
するようになった。このほかにも、祭りや
行事のボランティアスタッフの募集もおこな
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い、外のエネルギーを取り込み、地域活性化
につなげている。起業や経営を視野に入れる
学生を対象に、大須を盛り立てる内外のそれ
ぞれの役割も考えさせることができる。
　大須は他の商店街同様シャッター街になっ
たが、大須・大曽根・円頓寺が同時期に復興
をめざし、結果、大須だけが再復興に成功し
た。その起爆剤となり、現在にいたるまでコ
ミュニティ文化の核となっている大須大道町
人祭りでも、大須案内人が活躍している。
　2015年度の大須大道町人祭りも、寺社仏閣
や駐車場といった空間を利用して大道芸がお
こなわれた。大須観音の敷地では「プロレス」
が開かれ、毎年恒例の大駱駝艦による「金粉
ショー」が大須観音の階段を利用しておこな
われた。先述したように、学生の現場性を重
視して、筆者担当の「異文化コミュニケーショ
ン」での町人祭りで異文化に接してくるとい
う課題を出している。共通教育科目のため学
生の受講の割合が高いが、投げ銭をして大道
芸人に話を聞いてみたり、観客の様子を観察
したり、祭りの出店状況を調べたり、あるい
は普段は入らない外国人の店に入ってみる、
外国料理を食べてみる、外国人に積極的に話
しかけてみるなど、それぞれ工夫して「異文
化」に積極的に触れて自ら分析する学生が多
く見受けられる。大須を事後実習として扱え
ば、学生はより多岐に能動的に行動し考え、
それを大須にフードバックすることも可能で
ある。
５．	おわりに―内外フィールドワークの
重要性
　実際に現場を歩く利点は、自分の目で確か
めることである。名古屋は関東にも関西にも
属さず、融合している独自の都市文化がある。
この特異な歴史文化を活かして「事前実習」
と「事後実習」で名古屋文化を学ぶことがで
きる。また、ベトナムでは、実際に生活して
「村入り」することで、共同性、互助、信用
（経済）、老人・女性が活き活きとしている生
活実態、多民族・多文化を包摂する力を学ぶ
ことができる。
　２章・３章・４章は、それぞれ文化の事前
学習、海外インターンシップ、事後学習に相
当している。日本でのフィールドワーク、海
外でのフィールドワークまたはインターン
シップ、さらに日本でのフィールドワークと
いう構成になっている。２章で示したフィー
ルドワークが、海外文化を学ぶための事前学
習になる。３章で示したベトナムのグローバ
ル状況はフィールドワークを通して知ること
ができるし、学生に海外インターンシップの
形で実施することもできる。それを４章で示
したように、日本とベトナムでの学びや発見
を日本社会のさらなる理解のためや、日本の
まちづくりの再活性化のために活かすことが
写真1（2015.10撮影） 写真2（2014.10撮影）
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できる。
　とかく南側社会（新興国）の文化に対して
は見下す視線で学んでいないか自省する。事
前・事後学習で名古屋の多文化性を知ること
で、対人コミュニケーションの蓄積をはかり、
文化理解を深めることができる。さらに内省
し学び続けることによって、現代のグローバ
ル化に対応できることを学生が知ることがで
きるようにしていく必要がある。３章で示し
たようなベトナム民衆社会にある国際性、多
文化状況、グローバル化状況を実際に学生が
知ることも、ベトナムなどの新興国をルック
ダウンしない学びにつながっていくのである。
参考文献
長坂康代2010「ベトナムの首都ハノイの経済活動
における商民俗とコミュニティ形成―旧市街
ハンホム通りの「掛け売り」をめぐる都市人
類学―」『比較民俗研究』24：55－69．神奈川
大学．
長坂康代2011「ベトナムの首都ハノイの都市人類
学的研究―旧市街のハンホム通りをめぐる生
活誌―」博士学位申請論文（名古屋大学）．
和崎洋一1977『スワヒリの世界にて』NHKブック
ス．
JITCO「JITCO表１入国支援技能実習生（１号）
（性別・国籍別）（2015年７月末分）」https://
www.j i tco .or . jp/about/data/stat ist ics/
statistics-i.pdf（2015.11.6閲覧）
JITCO「JITCO第３－17表　都道府県別・在留資
格別JITCO支援外国人技能実習生（１号）・研
修生の推移」https://www.jitco.or.jp/about/
data/y-trainee.pdf（2015.11.16閲覧）
i 今後、駅西（駅裏）界隈にリニア駅ができるため、
今は寂れたこの商店街が次第に変化していく可能
性がある。多文化共生の歴史あるこの空間がどの
ように変容するのか注目すべき事象である。
ii 「JITCO入国支援技能実習生（１号）（性別・国
籍別）（2015年７月末分）」による。
iii 2014年は愛知県が外国人研修生・技能実習生受
け入れの9.1%を占めている。JITCO「第３－17表　
都道府県別・在留資格別JITCO支援外国人技能実
習生（１号）・研修生の推移」による。
